
           
 

    

 

  

  
 

 
 
  
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第９号 令和８年１月１３日 発行者 校長 大森信二 

２０２６年（令和８年），気持ちも新たに新年をスタートしました。今年は，十二支でいうと午年，十干では丙午で，

太陽のような明るさや情熱，強い意志を象徴する年を言われています。過去の午年を振り返ると，１９９０年は，バブ

ル経済の絶頂期で，株価・地価が異常な高騰を続け，まさに走り抜けるような勢いの時代でした。２００２年は，日韓

ワールドカップが開催されました。サッカー日本代表が初のベスト１６に進出し，スポーツを通じて人々の心が一つに

なり国全体に情熱と興奮が広がった年でした。２０１４年は，消費税が５％から８％へ引き上げられ，経済や社会に大

きなインパクトを与えました。今年も，馬が駆け抜けるように，情熱と行動力で突き進み，燃え盛るようなエネルギー

で道を切り開いていく，そんな年にしていきたいと思います。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

学校教育目標（合言葉） 

一、しっかり学ぶ  錦の子 

一、よりよく生かす 錦の子 

一、なかよく生きる 錦の子 

一、元気でがんばる 錦の子 

 １２月２５日（木），冬休み前の全校朝会を行いました。

一年の振り返りと新年を迎えるにあたっての心構えにつ

いて，また，たんぽぽを例に，命をつなぐことや命の大切

さ等について話をしました。１月８日（木），冬休み明け

の全校朝会を行いました。アメリカ人作家，ロバートフル

ガム氏の「人生に必要な知恵はすべて幼稚園の砂場で学ん

だ」から，あたり前のことをあたり前にできるよう，自分

の生活を見直そうという話をしました。 

１２月２４日（水），表彰朝会を実施しました。これま

で様々な分野で活躍した児童を，全校で称えました。受賞

した児童は次のとおりです。 

１２月１１日（木），５年生は，冒険活

動教室のため，宇都宮冒険センターに向

け出発しました。午前中は，入所式やオ

リエンテーリング，午後は登山を実施し

ました。天気にも恵まれ，全員が無事に

コースを回ることができました。夕食後，

真っ暗闇の中で，夜空一面に煌めくきれ

いな星空を観察し，感動に包まれるとい

う貴重な体験ができました。 
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昔，木登り名人と呼ばれる人がいました。その名人が，自分の弟子を高い木 

に登らせて，木の枝を切らせていた時のことです。弟子が木を登って枝を切り 

下りてくるまでの間に，名人は１回だけ「けがをしないように気をつけなさい。」 

と弟子に声をかけました。名人は，弟子がどこにいる時に声をかけたと思いま 

すか。①木を登っていくとき。②高いところで枝を切っているとき。③枝を切 

り終わって低い場所まで下りてきたとき。名人が弟子に「気をつけなさい。」と 

声をかけたのは，①の弟子が木を登っていく時ではありません。②の高いとこ 

ろで枝を切っている時でもありません。安全な低い場所まで下りてきた③の時に声をかけたのです。弟子は不思

議に思い，「このくらいの高さなら飛び降りることだってできます。なぜ，低い場所に来た時に声をかけたので

すか。」と名人に聞きました。名人は，「高いところでは自分で気をつけるが，低い場所に降りてきた時は気が緩

む。もう大丈夫だと思った時に，油断して失敗してしまうものだ。」と答えました。 

これは，鎌倉時代末期に朝廷に仕えていた吉田兼好（よしだ けんこう）という人物が書いた徒然草（つれづ

れぐさ）という随筆の一節です。徒然は，特にやるべきことがなく，手持ち無沙汰な様子を表し，草は植物では

なく，草子（そうし）つまり冊子のことです。徒然草は，兼好が日常生活の中で見聞した出来事について，気の

向くままに書いた作品です。徒然草は，方丈記，枕草子と並んで，日本三大随筆と呼ばれています。「高名の木

登り」は，木登りの名人が，弟子を木に登らせて梢を切らせる際，高い場所では何も言わず，降りてくる際に「あ  

やまちすな。心して降りよ。」と注意する様子を描いています。この話は，油断するこ 

との危険性や，注意すべきタイミングを教えてくれる教訓として知られています。 

人は，ゴールが見えた時，少しホッとします。そして気が緩みます。それまで緊張し 

て細心の注意を払って頑張ってきたことが，最後の最後で気が緩み大きな失敗をしてし 

うことは，よくあることです。それまでの努力が水の泡にならないように，最後まで気

を抜かず集中して，持てる力を十分に発揮していきたいものです。 

本校のＨＰは日々更新しています。

最新情報はＨＰでご確認ください。 

１２月１２日（金），児童は，全員体調もよく，午前中は，イニ

シアティブゲームに取り組みました。グループ内の連携や協力を

必要とする活動です。昼食後は，夕食に向けた野外炊飯活動です。

火起こしや飯盒炊飯など，貴重な経験をすることができました。 

１２月１３日（土），午前中は杉板焼

に取り組みました。野外炊飯の経験を

生かし，協力しながら上手に火を起こ

すことができました。保護者の皆様に

は，事前の準備や最終日のお迎えなど

これまで大変お世話になりました。 


